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学会発表 

1. 平尾真依，諸熊由子，持丸朊美，西田留梨子，村田昌之，下野信行，清祐麻紀子，堀

田多恵子，康東天．ICU 入室後にグラム染色を契機に肺結核と診断し得た一例，第 29

回日本臨床微生物学会総会・学術集会，岐阜市，2018/02/09-2018/02/11（ポスター発

表） 

2. 清祐麻紀子．類鼻疸（Melioidosis）の臨床と検査，第 29 回日本臨床微生物学会総会・

学術集会，岐阜市，2018/02/09-2018/02/11（口頭発表） 

3. 山崎美佳，諸熊由子，西田留梨子，清祐麻紀子，堀田多恵子，康東天．当院における

Staphylococcus 属の Daptomycin（DAP）薬剤感受性に関する検討，第 29 回日本臨床微

生物学会総会・学術集会，岐阜市，2018/02/09-2018/02/11（口頭発表） 

4. 清祐麻紀子．臨床症状から微生物検査を組み立てる～呼吸器感染症編～ 喀痰からの

原因微生物の推定，第 29 回日本臨床微生物学会総会・学術集会，岐阜市，

2018/02/09-2018/02/11（口頭発表） 

5. 相原正宗，西田留梨子，諸熊由子，清祐麻紀子，堀田多恵子，康東天．CRE へと経時的

に変化した CTX-M27 産生 Klebsiella pneumoniae，第 29 回日本臨床微生物学会総会・

学術集会，岐阜市，2018/02/09-2018/02/11（口頭発表） 

6. 酒田あゆみ．脳波ビデオモニタリング時のトラブルシューティング，第 5 回全国てん

かんセンター協議会総会，新潟市，2018/02/10-2018/02/11（招待講演） 

7. 大竹沙矢香，永田弾，日浅謙一，神谷登紀子，河原吾郎，堀田多恵子，康東天．当院

での胎児心エコーにおける臨床検査技師の役割，日本超音波検査学会（JSS）九州第 24

回地方会学術集会，鳥栖市，2018/02/11-2018/02/11（口頭発表） 

8. 矢野貴久，森日登美，安永幸枝，朋部佳奈子，諸熊由子，清祐麻紀子，神野俊介，豊

田一弘，下野信行．リアルタイム浮遊菌カウンタ BioTrak を用いた病棟の薬液調整環

境の空気清浄度評価と環境整備，第 33 回日本環境感染学会総会，東京都，

2018/02/23-2018/02/24（口頭発表） 

9. 二田奈津美，酒本美由紀，堀田多恵子，康東天．DGGR 法を原理としたリパーゼ活性試

薬の性能評価，第 63 回日本臨床検査医学会九州地方会／第 29 回日本臨床化学会九州

支部総会 合同総会，福岡市，2018/03/03-2018/03/03（口頭発表） 

10. 松尾和幸，前田トモ子，牛之浜さやか，酒田あゆみ，木下靖子，甲斐克也，堀田多恵

子，康東天．肺運動負荷モニタリングシステムを利用した Fick 検査について，第 63

回日本臨床検査医学会九州地方会／第 29 回日本臨床化学会九州支部総会 合同総会，

福岡市，2018/03/03-2018/03/03（口頭発表） 

11. 古賀結，植栁泰，瀬戸山大樹，松本信也，野田望，酒本美由紀，青木義政，堀田多恵

技師長承認 委員会審査 記録作成

印 印 印

年　月　日 年　月　日 年　月　日
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子，康東天．当院における質量分析法を用いた臨床検査応用への取り組み，第 63 回日

本臨床検査医学会九州地方会／第 29 回日本臨床化学会九州支部総会 合同総会，福岡

市，2018/03/03-2018/03/03（口頭発表） 

12. 野田望，松本信也，堀田多恵子，内海健，康東天．Droplet  Digital  PCR 法を用いた

JAK2V617F 変異率測定系の確立，第 63回日本臨床検査医学会九州地方会／第 29回日本

臨床化学会九州支部総会 合同総会，福岡市，2018/03/03-2018/03/03（口頭発表） 

13. 川述由希子，酒本美由紀，梅村明，堀田多恵子，康東天．IFCC 試薬（LD・ALP・AST・

ALT）の基礎的性能評価，第 63回日本臨床検査医学会九州地方会／第 29 回日本臨床化

学会九州支部総会 合同総会，福岡市，2018/03/03-2018/03/03（口頭発表） 

14. 迎伸孝，橋口公章，酒田あゆみ，渡邉恵利子，板倉朊子，鈴木諭，村上信哉，森岡隆

人，飯原弘二．初回手術時に指摘困難であった MRI 病変が再手術時に明らかとなった

新皮質てんかんの 3 症例，第 25 回九州山口てんかん外科研究会，福岡市，

2018/03/03-2018/03/03（口頭発表） 

15. 向野隆彦，横山淳，板倉朊子，渡邉恵利子，酒田あゆみ，迎伸孝，橋口公章，上原平，

吉良潤一．発作時に観察される巨大な頭皮上 DC電位の発生起源に関する頭蓋内・頭皮

上同時記録を用いた検証，第 25 回九州山口てんかん外科研究会，福岡市，

2018/03/03-2018/03/03（口頭発表） 

16. 松島雄一，高橋和也，瀬戸山大樹，康東天．ミトコンドリアマトリクスに局在するプ

ロテアーゼ Lon によるタンパク質の可溶性制御，日本農芸化学会 2018 年度大会，名古

屋市，2018/03/15-2018/03/18（口頭発表） 

17. 堀田多恵子．臨床検査項目分類コード SS-MIX2 と JLAC10 から JLAC11 へ，腎・泌尿器

検査研究会第 14 回学術集会，金沢市，2018/03/17-2018/03/18（招待講演） 

18. 川満紀子，上田沙央理，白濱早紀，堀田多恵子．当院で経験したファブリー病 16 症例

の考察，腎・泌尿器検査研究会第 14 回学術集会，金沢市，2018/03/17-2018/03/18（ポ

スター発表） 

19. 川満紀子，白濱早紀，上田沙央理，堀田多恵子．尿沈渣中の細胞でアデノウイルス感

染が疑われた症例，腎・泌尿器検査研究会第 14 回学術集会，金沢市，

2018/03/17-2018/03/18（口頭発表） 

20. Hotta T，Kang D．Importnat of JLAC10 governannce in the national medical big data 

project, MIT-NET，第 11 回チェリーブロッサムシンポジウム，盛岡市，

2018/04/19-2018/04/21（ポスター発表） 

21. 内海健．外部環境による癌幹細胞様変化と抗生剤の有効性，第 6 回癌と代謝研究会，

奄美市，2018/05/10-2018/05/11（ポスター発表） 
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22. 康東天．日本の臨床検査医の未来 臨床検査の国際化：アジアとの連携，第 28回臨床

検査専門医会春季大会，松本市，2018/05/11-2018/05/12（招待講演） 

23. 康東天．大規模医療情報データベースにおける臨床検査項目コード JLAC10/11，第 67

回日本医学検査学会，浜松市，2018/05/12-2018/05/13（招待講演） 

24. 木下靖子，前田トモ子，池本文花，甲斐克也，柴田朊子，牛之濱さやか，酒田あゆみ，

堀田多恵子．心電図検査における精度管理への取り組み，第 67 回日本医学検査学会，

浜松市，2018/05/12-2018/05/13（口頭発表） 

25. 持丸朊美，酒本美由紀，青木義政，堀田多恵子．汎用自動分析装置用 重炭酸円測定キ

ット｢ダイヤカラー・CO2｣の性能評価，第 67 回日本医学検査学会，浜松市，

2018/05/12-2018/05/13（口頭発表） 

26. 石垣卓也，酒本美由紀，山中基子，青木義政，堀田多恵子．イオン化カルシウムを指

標とする新たなカルシウム補正式の検討，第 67 回日本医学検査学会，浜松市，

2018/05/12-2018/05/13（口頭発表） 

27. 池本文花，酒田あゆみ，松尾和幸，木下靖子，板倉朊子，渡邉恵利子，前田トモ子，

堀田多恵子．脳波検査における精度管理への取り組み，第 67 回日本医学検査学会，浜

松市，2018/05/12-2018/05/13（口頭発表） 

28. 内海健．前立腺がん細胞株は 培養条件により癌幹細胞様変化及び可塑性を示す，第

22 回がん分子標的治療研究会，東京都，2018/05/16-2018/05/18（口頭発表） 

29. 山口恭子，青木香苗，藤野恵子，柗尾綾花，榎本麻里，堀田多恵子，平安山知子，亀

崎健次郎，前田高宏，赤司浩一，康東天．心臓外科手術における選択的 IgA 欠損者へ

の輸血対応，第 66 回日本輸血細胞治療学会総会，宇都宮市，2018/05/24-2018/05/26

（口頭発表） 

30. 清祐麻紀子．AFS 推進における検査技師の役割と課題 ～診断のブレイクスルーは？～，

第 92 回日本感染症学会学術講演会／第 66 回日本化学療法学会総会，岡山市，

2018/05/31-2018/06/02（口頭発表） 

31. 朋部佳奈子．質量分析計で髄膜炎菌と同定され精査を必要とした 3株の検討，第 68回

日本電気泳動学会シンポジウム，相模原市，2018/06/15-2018/06/15（口頭発表） 

32. 青木香苗，堀田多恵子，日高庸博，井上普介，落合正行，大賀正一，康東天．胎児輸

血を実施後に児由来赤血球の出現が遅延した抗 D による胎児・新生児溶血性疾患の一

例，第 28 回日本産婦人科・新生児血液学会，宮崎市，2018/06/15-2018/06/16（口頭

発表） 

33. 清祐麻紀子．検査室から見るカンジダ症の現状と課題，第 39 回関東医真菌懇話会，東

京都，2018/06/16-2018/06/16（招待講演） 
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34. 酒田あゆみ．睡眠中に遭遇する脳波異常－見えたものから診るために－，日本睡眠学

会第 43 回定期学術集会，札幌市，2018/07/11-2018/07/13（招待講演） 

35. 上原平，向野隆彦，横山淳，岡留敏樹，板倉朊子，渡邉恵利子，酒田あゆみ，吉良潤

一，飛松省三．発症 17年後に抗 GAD 抗体陽性が判明した側頭葉てんかんの 1例，第 13

回日本てんかん学会九州地方会，福岡市，2018/07/14-2018/07/14（口頭発表） 

36. 酒田あゆみ．長時間ビデオモニタリング－検査技師の関わり－，第 13 回日本てんかん

学会九州地方会，福岡市，2018/07/14-2018/07/14（招待講演） 

37. 迎伸孝，森岡隆人，鈴木諭，上原平，酒田あゆみ，飯原弘二．polymorphous low-grade 

neuroepithelial tumor of the young（PLENTY）による難治性てんかんに対する外科

手術の 1症例，第 13回日本てんかん学会九州地方会，福岡市，2018/07/14-2018/07/14

（口頭発表） 

38. 岡留敏樹，向野隆彦，横山淳，齋藤万有，松原鉄平，上原平，板倉朊子，渡邉恵利子，

酒田あゆみ，重藤寛史，飛松省三，吉良潤一．治療抵抗性の発作性顔面痛と発作性徐

脈を呈した一例，第 13回日本てんかん学会九州地方会，福岡市，2018/07/14-2018/07/14

（口頭発表） 

39. 米本耕輔，一宮優子，實藤雅文，賀耒典之，酒田あゆみ，鳥尾倫子，石﨑義人，酒井

康成，大賀正一．急性脳症後のてんかん性スパズムに対して ACTH 療法が有用であった

2例，第 13回日本てんかん学会九州地方会，福岡市，2018/07/14-2018/07/14（口頭発

表） 

40. 稲冨鉄平，安川武宏，中田和人，康東天．ゲノム編集法と Cybrid 培養細胞システムを

利用したミトコンドリア DNA 複製研究の効率化，第 58 回日本臨床化学会年次学術集会，

名古屋市，2018/08/24-2018/08/26（ポスター発表） 

41. 野田望，松本信也，堀田多恵子，内海健，康東天．JAK2V617F 変異のアレルバーデン値

測定における Droplet Digital PCR 法と i-densy との相関，第 58 回日本臨床化学会年

次学術集会，名古屋市，2018/08/24-2018/08/26（ポスター発表） 

42. 植栁泰，古賀結，瀬戸山大樹，堀田多恵子，康東天．当院における質量分析法を用い

た臨床検査応用への取り組み，第 58 回日本臨床化学会年次学術集会，名古屋市，

2018/08/24-2018/08/26（ポスター発表） 

43. 吉弘苑子，大倉野隼士，吉冨史美，石垣卓也，堀田多恵子，康東天，外園栄作，栢森

裕三．透析患者を対象とした酸化還元アルブミン比推定試薬の臨床的有用性，第 58回

日本臨床化学会年次学術集会，名古屋市，2018/08/24-2018/08/26（ポスター発表） 

44. 川述由希子，酒本美由紀，梅村明，堀田多恵子，康東天．IFCC 試薬（LD・ALP・AST・

ALT），第 58 回日本臨床化学会年次学術集会，名古屋市，2018/08/24-2018/08/26（口

頭発表） 
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45. 門司宜久，山中基子，酒本美由紀，堀田多恵子，康東天．サーファクタント蛋白 D 測

定試薬 CL SP-D「ヤマサ」の基礎性能評価と臨床検体での有用性評価，第 58 回日本臨

床化学会年次学術集会，名古屋市，2018/08/24-2018/08/26（ポスター発表） 

46. 瀬戸山大樹，堀田多恵子，康東天．うつ病バイオマーカー探索のための血しょう代謝

物の層別化解析法の提案，第 58 回日本臨床化学会年次学術集会，名古屋市，

2018/08/24-2018/08/26（口頭発表） 

47. 瀬戸山大樹．メンタルヘルスの臨床検査に向けた質量分析の役割，第 58回日本臨床化

学会年次学術集会，名古屋市，2018/08/24-2018/08/26（口頭発表） 

48. 宮松雄一郎，迎伸孝，森岡隆人，鈴木諭，上原平，酒田あゆみ，飯原弘二．Polymorphous 

low-grade neuroepithelial tumor of the young (PLENTY)による難治性てんかんに対

する外科手術の 1 症例，第 130 回日本脳神経外科学会九州支部会，熊本市，

2018/09/08-2018/09/08（口頭発表） 

49. 八木美佳子，内海健，康東天．ミトコンドリアがオートファジーを制御する新機構，

第 91回日本生化学会年会，京都市，2018/09/24-2018/09/26（ポスター発表） 

50. 内海健．ミトコンドリア蛋白 p32 の心筋、及び神経特異的ノックアウトマウスにおけ

る病態解析，第 91回日本生化学会年会，京都市，2018/09/24-2018/09/26（招待講演） 

51. 梅村明，酒本美由紀，山中基子，青木義政，堀田多恵子．肝線維化マーカー「オート

タキシン」測定試薬の基礎的性能評価，第 53回日臨技九州支部医学検査学会，別府市，

2018/10/06-2018/10/07（口頭発表） 

52. 迎伸孝，森岡隆人，酒田あゆみ，上原平，飯原弘二．てんかん外科患者での発作時の

頭皮上高周波律動：頭蓋内外脳波同時記録の解析，第 77 回日本脳神経外科学会総会，

仙台市，2018/10/10-2018/10/13（ポスター発表） 

53. 檜垣梨央，迎伸孝，酒田あゆみ，渡邉恵利子，森岡隆人，赤木洋二郎，秦暢宏，飯原

弘二．脳腫瘍摘出術後のてんかん重積状態患者の脳波所見と臨床経過の検討，第 77回

日本脳神経外科学会総会，仙台市，2018/10/10-2018/10/13（ポスター発表） 

54. 三木健嗣，森岡隆人，酒田あゆみ，野口直樹，森恩，山田哲久，甲斐康稔，名取良弘．

神経救急における NCSE の診断：EEG HeadsetTM の有用性と限界，第 77回日本脳神経外

科学会総会，仙台市，2018/10/10-2018/10/13（ポスター発表） 

55. 田中俊也，迎伸孝，酒田あゆみ，吉田史章，森岡隆人，飯原弘二．側頭葉てんかん症

例における頭皮上脳波での発作起始時の頭蓋内脳波活動の検討，第 77回日本脳神経外

科学会総会，仙台市，2018/10/10-2018/10/13（ポスター発表） 

56. 秋本卓，山中基子，堀田多恵子，康東天．コバス 6800/8800 システム HBV-DNA および

HIV-RNA の基礎性能評価，日本臨床検査自動化学会第 50 回大会，神戸市，
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